別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：保健予防費　目：特定疾患対策費
	事業名:難病患者生き生き在宅療養支援事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　健康福祉部保健医療課母子・特定疾患担当　電話番号：058-272-1111（内２５４７）

　　　　　　　　　　　                          E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：4,750千円（前年度予算額：4,750千円）
	事業内容


	１　事業の内容


　ア　在宅療養応援員の設置
　　難病患者に難病患者在宅療養応援員を配置し、難病患者・家族に対し、在宅療養の励ましや相談、セラピーなどの具体的な支援を行う。

　イ　難病患者在宅療養応援員研修会の開催。（岐阜県難病医療連絡協議会へ委託）
　　　①地域で難病患者・家族を支援する難病患者在宅療養応援員を養成。活動応援員が

　　　少ない飛騨地域や恵那地域等を中心に、山間部等で療養する難病患者に対し、地域
　　　で見守ることができる体制を構築。
　　　②活動応援員の資質向上を目的とした研修会を開催。（年１回）
	２　所要経費


　ア　在宅療養応援員の設置　　　　　　　：4,625千円
　イ　難病患者在宅療養応援員研修会の開催：  125千円
                  　　　　　　　　　合計  4,750千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
　　３　障がいのある人が個性を発揮して暮らせる地域をつくる。

　　　Ⅳ　障がい者の地域生活支援
	２　これまでの取組状況


　県では、平成２２年度末までに、保健師、理学療法士、作業療法士、介護福祉士、音楽療法士などの様々な職種の「難病患者在宅療養応援員」を３８３名養成しており、平成２２年度は延べ９７９名の患者の支援を行った。

　難病患者在宅療養応援員が活動を行うことにより、患者本人へセラピー等の具体的な支援が行えるとともに、難病患者の介護者を介護から一時的に開放し、心身のリフレッシュを図ることができるため、難病患者が家庭で安定した療養生活を送ることができる。

	３　これまでの取組に対する評価


　難病の治療及び療養は長期間におよぶため、継続した支援が必要である。また、年々患者の数は増加傾向にあり、必要とされる活動内容も多岐に渡るため、様々な専門技能を持った難病患者在宅療養応援員の更なる増員、活動の幅の拡大が必要である。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	4,750
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,750

	要求額
	4,750
	0
	0
	0
	0
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	0
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